
令和４年度に検討会を４回開催する予定です。最終的には、検討会の案として

まとめたものを、区に提言することを予定しています。

検討会での検討内容は、検討会の開催後に毎回発行するまちづくりニュース

にて皆様にお知らせいたします。

令和４年７月発行

発行：大山駅東地区駅前周辺地区地区整備計画変更検討会事務局

５月２４日に『（仮称）大山駅東地区駅前周辺地区地区

整備計画変更検討会』を開催しました。

検討会は、大山駅東地区に関係する町会及び商店街から

の推薦委員と公募委員により構成され、駅前周辺地区（下

図参照）について建築物のルール等の変更に向けた検討を

行うものです。
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今後の進め方３

１

必要に応じて、
都市計画変更の手続

第１回
検討会

第２回
検討会

第３回
検討会

第４回
検討会

令和５年度
令和４年度

１～３月１０～１２月７～９月４～６月

大山駅
東地区

検討会は、大山駅東地区に

関係する５町会の推薦委員８

名、商店街の推薦委員３名、

公募委員３名の１４名の委員

によりスタートしました。

大山駅東地区駅前周辺地区地区整備計画変更検討会からのご報告

大山駅東地区地区計画区域及び検討対象範囲【検討会の傍聴について】

傍聴を希望される場合は、受付時間内に

会場にお越し下さい。

※定 員：１０名程度（先着順）

※受付時間：１７時３０分～１７時５５分

次回（第２回）検討会の予定

・日時：令和４年７月２７日（水）１８時～１９時３０分

・場所：板橋区立文化会館４階大会議室

検討会について１
大山本町会 大山東町会 宮元町会
板橋四ツ又町会 氷川町会

遊座大山商店街振興組合

町会（８名）

商店街（３名）

事務局
板橋区まちづくり推進室まちづくり調整課
委託先（日本工営都市空間（株） 旧：玉野総合コンサルタント（株））

公募委員（３名）

(

11
名
）

推
薦
委
員

５月２４日 ７月２７日（予定） 時期未定 時期未定 区に
提言

意向調査

まちづくり
ニュース
（第１号）

現在

検討会の検討状況等については、まちづくりニュースのほか、板橋区

ホームページ「大山駅東地区地区計画について」でもご紹介しています。

ご覧になりたい方は、右記二次元バーコードを参照して下さい。

検討スケジュール

検討会の検討状況等の周知

検討会設置の経緯

・検討会の主旨
・検討会の進め方
・検討課題

・地区の将来像
・まちづくりルール

・まちづくりルール ・検討会案の
まとめ

まちづくり
ニュース
（第２号）

まちづくり
ニュース
（第３号）

まちづくり
ニュース
（第４号）

平成27年12月

「大山駅東地区地区計画」の都市計画決定

令和元年12月

駅前広場整備事業等の都市計画決定

令和３年12月

駅前広場整備事業等の事業認可

令和４年５月

検討会の設置、検討の開始

大山駅の駅前広場の位置が決まって

いなかったため、駅前周辺地区の建

築物のルール等は最低限の内容とし

ていました。

また、８～９月頃には検討会での検討内容について、大山駅東地区内にお住まい

の方、営業されている方、土地や建物の権利をお持ちの方を対象とした意向調査

（アンケート）を実施する予定です。その際はご協力をお願いします。



駅前周辺地区の検討課題２ 駅前周辺地区Ａの検討課題

駅前周辺地区Ｂの検討課題

駅前周辺地区Ｃの検討課題

・第二種住居地域（建ぺい率６０％、
容積率３００％）

・道路が狭く、３階建以下の戸建住宅
や集合住宅が多く密集する住宅中心
の地区

・近隣商業地域（建ぺい率８０％、容積率４００％）
・補助第２６号線沿いに店舗があるが、文化会館側には
戸建住宅も多くある住宅と商業が混在する地区

・商業地域（建ぺい率８０％、容積率５００％）
・商店街沿いを中心に店舗が多く立地し、耐火構造の
高い建物も多い商業中心の地区

・駅前広場（約3,300㎡）の整備により、商業地域内に
ある建物が減少するが、一部の建物は駅前広場に面す
るようになる。将来はバスやタクシーが駅前にアクセ
スできるようになる。

・鉄道の高架化により、東西の歩行者の自由な行き来が
可能となる。また、高架化後は駅の改札から直接商店
街の通りにアクセスできるようになる。

道路と鉄道の立体交差化等にあわせて、地区のにぎわい、

交流、回遊性を生み出す新たな拠点として、遊座大山商店街

との調和・連続性に配慮した、地区の玄関口としてふさわし

い土地利用の誘導を図る。

駅前周辺地区（Ａ・Ｂ・Ｃ）の土地利用方針

「大山駅周辺地区まちづくりマスタープラン」（H24.3）では、

にぎわい、子育て、災害に強いまちという３つのテーマを決め

ていたので、これらをベースに検討していくと良いと思います。

大山駅東地区地区計画全体の資料があると、検討すべき方向が

分かりやすくなると思います。

鉄道の高架化や駅前広場の整備、補助２６号線の整備などにより、

周辺環境や地区内環境が大きく変わるので、これらの情報を踏ま

えた上で検討していくと良いと思います。

第１回検討会での委員からの主なご意見
（駅前周辺地区Ａについて）

道路幅員が狭く、消防車が入ることができない道路も多い

ので、防災の観点からも検討をしていくと良いと思います。

駅前周辺地区の建物と道路の現状と課題

現在の地区計画にお

ける駅前周辺地区の

土地利用方針はこの

ようになっています。

この方針についても、

検討会の中で検討し

ていく予定です。

耐火構造が中心で、
準耐火構造や防火
造が集まるエリア
がある。

２～３階建が中心
で、商店街や補助
第２６号線沿いに
は４階建以上の建
物が立地している。

幅員４ｍ未満の
狭あいな道路が多
く存在する。

駅前や商店街沿
いに専用商業施設、
住商併用建物、遊
興施設が立地し、
その他は独立住宅
や集合住宅が多い。

■建物用途

■建物構造

■建物階数

■道路幅員

第１回検討会での委員からの主なご意見（全体について）

第１回検討会での委員から

の主なご意見（駅前周辺地

区Ｃについて）

例えば、駅前周辺地区Cを
２つの地区区分に分けるな
ど、現在決まっている地区
区分を変更していくことを
検討しても良いと思います。

駅前周辺地区検討課題図


